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さあ、皆さんも一緒に男女共同参画社会を目指しませんか。
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『オカアサンハヤスメ』と言う言葉、既に色々なところでメディア化され
ていますので、知っている人も多いと思います。確かにあの記事をそのま
ま受け取れば、お母さんが楽をするとこどもは病気になるという印象を受
けてしまいますね。非難されるべきは母親の姿勢ということなのでしょう
か？より多くの人が共感する書き方をするのがメディアだとすれば、母親

のほうをクローズアップするのも当然かもしれません。しかし、今回の記事では『オカアサンハ
ヤスメ』の文字が一人歩きをして、本当に考えなければいけない『子どもの食生活と生活習慣病
の因果関係』というテーマを正しく理解した人が果たしてどのくらいいるのでしょうか？実はこ
の裏にもジェンダーが隠されています。家事全般は女性の仕事、子育ても料理も家族の健康管理
も男性を支える影の仕事として完璧に行うことが当たり前とされてきました。しかし、家の中の
仕事は、社会的にも金銭的にも評価こそされませんが、知恵も体力も必要とするオールマイティ
な労働です。毎日の料理にしても、限られた予算の中から材料を買い栄養士さながら家族の健康
や好みを考え、献立をたてて調理をする。３６５日続く大変な作業です。これを｢女性の仕事と
して当たり前のことだ｣と片付けてしまう感覚こそが、私たちの中に染み付いているジェンダー
意識なのです。健康管理は生きていく上でとても大切なこと。ならば一人ひとりが自分の健康を
きちんと管理することこそが大切なのではないでしょうか。今回の話のように、私たちの周りに
ある様々な情報は、全てを鵜呑みにしていいことばかりではありません。何が正しくて、何を受
け入れるか、家族皆で話し合い「我が家のあり方」を作っていきたいですね。
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先生の言葉のように、私たちのころは生徒会長は男子、副会長は女
子と決まっていました。時代は変わったんだなあとつくづく感じた
方も多いのではないでしょうか。でも男の子と女の子、性別に関係
なく選択肢があるということはとてもいいことではないでしょうか。

小さいときからジェンダーにとらわれない生き方を学ぶことは子どもの可能性を広げ、ま
たそれを受け入れる社会を作ることになります。反対に男性が主、女性は副とあたりまえ
のように決まっていると、いつのまにか自分の生き方さえも『男だから・女だから』と性
別によってあり方を決めてしまうことになりかねません。私たちの時代にはそれが当たり
前でしたし、誰の中にもジェンダーはあります。でもこれからの時代をつくる子どもたち
にはジェンダーから解放されて自分らしく生きて欲しいですよね。そのために大切なのは
大人が自らの中にあるジェンダーに気づき、そのうえで子どもたちに何を伝えていくかと
いうことなのです。家庭でも学校でも、子どもと接するときには常にジェンダーに敏感な視
点を持って欲しいと思います。また楽しみながらジェンダーについて学ぶ、そんな機会を
作ってもいいのではないでしょうか。何を言っていいのかわからない、どう指導したらい
いのか教えてほしい、そんなときは「とよた男女共同参画センター」に相談してみるのも
いいでしょう。学校や家庭での話題づくりに役立つものがきっと見つかるはずです。
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風邪をひいて寝込んでいるのに、どうして家事だけはやらないといけ
ないの？とか、子どもを連れて外食に行く夫に『私のご飯はどうなる
の？』と言いたかった言葉を飲み込んだ経験をされている女性は実は

多いのではないでしょうか？実はここにもジェンダーが潜んでいます。従来の社会では家事
は女性の役割、きちんとできて当たり前でした。だからこそ『当たり前のことさえできない
私が悪いのだ』と思い、夫に助けを求めることができないのです。実はこれ、男性も同じで
す。働いて、家族を支えて一人前、辛いことがあっても泣き言を言わず乗り越えるのがオト
コの生き方と耐えているのが現状でしょう。女性も男性も、これでは辛くなって当たり前で
すよね。本音はどうでしょうか？やっぱり、辛いときは正直に気持ちを伝えて支えあいたい
と思っているのではないでしょうか？しかし、今までそれが当たり前であればあるほど、お
互いの気持ちにはなかなか気がつけないものです。言葉にしなければ相手に気持ちは伝わら
ないもの、『私の仕事は私がしなくては』と思いつめるのではなく、肩の力を少し抜いて相
談してみれば案外すんなりと受け入れてくれるかもしれません。『どうせ言っても分かって
くれない』と思う前に、相手を信頼しているからこそ、正直に気持ちを伝えられる関係を作
っていきたいですね。
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男性の育児休暇取得、新聞や雑誌の記事になることはありますが、現
実にはまだまだめずらしいケースのようです。『内助の功』『出世の妨
げ』『会社の慣習』などと、かなり前時代的な言葉が会話の中にでて
きたことでお解りのように、男女雇用機会均等法の施行により、就業
環境は整備されてきたというものの、肝心の意識はそれほど変化して

いないのが現状です。やはり女性に期待されるのは、支え手としての役割なのでしょうか。
確かにそういう時代もありました。『ジェンダー』という社会的、文化的につくられた性差
によって、男として女としての生き方が決められていた時代は、外で活躍するのは男性、そ
の男性がつつがなく仕事に打ち込めるように家事労働は女性とされていました。しかし、今
回のように夫婦で育児休暇をとりたいと希望するケースは、男女共同参画社会が浸透すれば、
さらに増えていくことが想定されます。にもかかわらず男性の育児休暇取得を認められない
ということを続けていくとどうなるでしょうか。やはり個人の能力ややる気に関わらず、男
性には責任ある仕事を、女性にはそれなりの仕事を、と性別によって仕事の配分を変えてし
まうことになりかねません。また、男性も育児に関わる大切な機会を奪われることになって
しまいます。このような目に見えない差別をなくしていくことが重要なのです。男性と同じ
条件で採用した女性社員にも、仕事や研修のチャンスが平等に与えられ、子育てには夫婦が
協力できるように企業がサポートできる姿勢を大いに期待していきたいと思います。受け入
れ側としても最初は勇気がいるかもしれませんが、他の会社に先駆けて実践してみるのもい
いのではないでしょうか。
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